
令和４年度 専門分科会の調査審議結果について【障がい者福祉専門分科会】 
 
令和４年度の議事について，すべて事務局案のとおり了承 
 

所掌事務 障がい者福祉に関すること 

障がい者福祉に係る各種計画策定に対する提言及び進行管理 

開催日時 【第１回】令和４年１０月２４日 

調査審議内容 

調査審議結果 

◆「第５次宇都宮市障がい者福祉プラン」・「第６期宇都宮市障がい福祉

サービス計画・第２期宇都宮市障がい児福祉サービス計画」の進捗状
況について 

１ 「第５次宇都宮市障がい者福祉プラン」（計画期間：平成３０年度

～令和５年度）・「第６期宇都宮市障がい福祉サービス計画・第２期宇

都宮市障がい児福祉サービス計画」（計画期間：令和３年度～令和５

年度）の進捗状況について 

 ⑴ 計画の評価方法について 

・ 令和３年度の取組のうち，目標値を設定している取組について

は，令和３年度の年次目標値から評価を行うとともに，指標を設

定していない取組については，令和３年度の取組内容から進捗状

況の評価を行う。 

 ⑵ 計画の評価と今後の取組方針 

【第５次プラン】 

評価 取組数 

Ａ 順調（取組内容を実施，達成率１００％以上） １３ 

Ｂ 概ね順調（取組内容を一部実施・検討， 
       達成率７０％～１００％未満） 

６ 

Ｃ やや遅れている（取組内容に未着手， 
達成率７０％未満） 

２ 

◎ 全体評価と今後の取組方針 
 ・ 進行管理対象取組について，令和３年度においては，Ａ評

価が１３取組（６２％），Ｂ評価が６取組（２９％）であり，
全体としては，概ね順調な進捗状況である。 

    ・ Ｃ評価の２取組については，昨年度に引き続き，新型コロ
ナウイルス感染症の拡大により，講座の中止や申込者数の減

少などの影響を大きく受けていることから例年より低い評価
となっている。 

    ・ 今後も，引き続き，感染症の状況を踏まえながら，各取組
の実施方法について，適宜，見直し等を行い，適切に実施で

きるよう取り組んでいく。 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

資料２ 

＜参考＞Ｃ評価の取組の状況について 
【取組名】ボランティアの協力による社会参加活動の促進 

  【指標】 ボランティア養成講座の受講者数 
  【評価】 Ｈ３０年度：Ｂ Ｒ１年度：Ｂ Ｒ２年度：Ｃ Ｒ３年度：Ｃ 
   ⇒ Ｒ４年度の９月時点での受講者数は約１２０人 

（年次目標：３４２人） 
   ※ Ｒ３年度の同時期での受講者数約１００人より微増 

（年次目標：３３６人） 
  【取組名】意思疎通支援の充実 
  【指標】 奉仕員養成講座の受講者数 
  【評価】 Ｈ３０年度：Ａ Ｒ１年度：Ｂ Ｒ２年度：Ｃ Ｒ３年度：Ｃ 
   ⇒ Ｒ４年度の９月時点で受講者数は約５０人（年次目標：８６人） 
   ※ Ｒ３年度の同時期での受講者数約５０人と同程度（年次目標：８５人） 

 



【第６期サービス計画・第２期障がい児計画】 

評価 目標数 

Ａ 順調（取組内容を実施，達成率１００％以上） ５ 

Ｂ 概ね順調（取組内容を一部実施・検討， 

       達成率７０％～１００％未満） 
７ 

Ｃ やや遅れている（取組内容に未着手，達成率７

０％未満） 
－ 

◎ 全体評価と今後の取組方針 

 ・ 本計画においては，国の基本方針に即し，施設入所者の地
域生活への移行や障がい者の一般就労への移行などに係る目

標を掲げており，計画期間の初年度にあたる令和３年度の取
組については，Ａ評価が５つ（４２％），Ｂ評価が７つ（５

８％）で，全体としては，概ね順調な状況である。 
    ・ 今後も，親なき後や医療的ケア児の増加などの課題に適切

に対応できるよう，障がい児者の暮らしを支援する各種取組
の推進や障がい福祉サービス等の提供体制の確保に努めてい

く。 

  

●障がい者福祉専門分科会審査部会 

開催日時 【第１回】令和４年 ６月２７日  

【第２回】令和４年 ９月２６日 

【第３回】令和５年 ２月２０日（予定） 

調査審議内容 

調査審議結果 

【認定状況等（予定含む）】 

・身体障がい者の障がい程度の認定         １３件 

（３歳未満９件） 

・身体障害者福祉法第１５条第２項による医師の指定 ２０件 

・指定自立支援医療機関の指定           １７件 

・指定自立支援医療機関の変更            ２件 

 

 

 

 


